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序

　太平洋戦争終結後、新しい日本国憲法［1947（昭和22）年５月３日施行］の下で成立した温泉法［1948

（昭和23）年７月10日公布］の実効を図るため、各都道府県に温泉審議会（現、環境審議会温泉部会）

が設置され、温泉行政に関わる重要事項を審議することになりましたが、それらの審議を適切かつ円滑

に進めるには、判断の基準となる科学的根拠が必要です。ここに、大分県では、1949（昭和24）年７月

16日、「大分県内における温泉の科学的調査研究をして公共の福祉の増進に寄与することを目的（会則

第３条）」として、大分県温泉調査研究会（以下、本会）を設立しました。主な会員は大分県内外の温

泉研究者・技術者・大分県及び各自治体の代表者で、事務局は大分県の温泉行政担当課に置かれました。

この構成は、現在も変わりません。

　以来、本会では、県内各温泉地の現況調査をはじめとする調査研究を実施し、得られた成果を機関誌

「大分県温泉調査研究会報告」に掲載・公表してきました。これらは、温泉行政に反映され、たとえば、

温泉の新規開発を禁止する特別保護地域を指定するに当たっての基準を提供するなど、温泉資源の有効

利用と保護の礎となっています。

　これらに加えて、理学・工学・医学・人文社会科学など温泉に関わる諸研究分野の調査研究も行われ

てきました。それらの成果も合せて、「大分県温泉調査研究会報告」に掲載された報文数は、昭和25

（1950）年発行の第１号から令和４（2022）年の第73号までの73年間に、641編を数えます。

　令和４（2022）年度の調査研究事業も、2020年初頭から続く新型コロナウイルス禍中にありながら、

これまでのあゆみに沿って計画・実施され、９編の報文を収録した「大分県温泉調査研究会報告 第74

号」を発行する運びとなりました。

　厳しい条件のもとで調査研究を遂行された会員諸氏、ご支援いただいた関係行政機関並びに事務局の

方々に深く感謝を申し上げる次第です。そして、70年を超えて蓄積された成果を通覧するとき、「温泉

を核とした諸科学の場が大分県にある」ことを実感します。この活動がさらに進展し、本会が持続的に

発展することを祈念し、関係各位・諸機関の引き続いてのご協力をお願いいたします。

令和５（2023）年８月　　　　　　

大分県温泉調査研究会　　　　　　

会長　由　佐　悠　紀 　
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大分平野における適正な温泉坑井離隔距離 

に関する理論的検討 
 

京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設 

澤山和貴・大沢信二 

 
九州大学大学院工学研究院地球資源システム工学部門 

松本光央 

 
要旨 

深層熱水型温泉のひとつである大分市温泉を調査地域とし，実測データに基づくパラメ
ーター設定と簡易な理論モデルから適正な坑井離隔距離に関する検討を行った。その結
果，本地域では源泉から半径 500 mまで水位変化に影響が起こりうる可能性が示唆さ
れた。さらに温泉水データの時系列解析から，本地域は 15年の時間スケールで滞留し
ている可能性があり，開発から 50年以上が経過した箇所ではその影響が徐々に表面化
している可能性が示唆された。 
 
1. はじめに 
大分平野に多数湧出する温泉は，いわゆる深層熱水型温泉であり，堆積層中の間隙水
が地温によって温められ賦存していると考えられている。このような深層熱水型温泉は，
火山性の温泉に比べ透水性も熱流量も劣り，貯留量にも限りがあるため，持続可能性の
観点から火山性温泉とは別に基準を設ける等の慎重な利用が望まれる。吉川・北岡
（1981）でも当地域では「源泉間の距離規制に浅層温泉地とは別個の基準を適用する」
必要が指摘されているが，40 年以上経過した現在でも，深層熱水型温泉を対象とした
研究例は少なく，未だ適正な坑井離隔距離に関する知見は得られていない。本研究では，
適切な規制に関する第一歩として，先行研究をもとにした理論的検討から大分市内の温
泉地の適正利用に関する知見を得ることを目的とする。 
別府地域では，山下（1967）が滲出項を考慮した温泉流動理論モデルから適正な坑井
離隔距離に関する指標を導いている。松本・糸井（2022）はこれを拡張し，計算機シミ
ュレーションから許容可能な総湧出量の上限を算出した。その結果，温泉帯水層の透水
性（浸透率・層厚積）に依存して許容可能な総湧出量の上限が変化することを確認し，
多くの場合山下（1967）が示した基準（100 m2あたり 120 l/min）よりも小さくなるこ

大分平野における適正な温泉坑井離隔距離
に関する理論的検討

京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　　
澤　山　和　貴・大　沢　信　二

九州大学大学院工学研究院地球資源システム工学部門
松　本　光　央
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とを示した。しかし大分平野は，断裂系の卓越する別府地域よりも透水性が低いことが
容易に予想され，また大分市内の温泉において滲出に関する係数の実測例もないため，
これらの理論モデルや数値解を直接適用することは困難である。他方，大分平野に関す
る研究例として，吉川・北岡（1985）は地温と深さの関係に関する実測データから，本
地域の熱水流動が水平多層構造内の側方流と断層破砕帯内の上昇流で単純にモデル化
できるとし，理論的な考察を行った。本研究では，吉川・北岡（1985）の理論モデルに
山下（1967）と類似した滲出に関するパラメーターが表れている点に着目し，両者のモ
デルの統合を試み，定常状態における水位の影響距離に関して解析を行った。さらに開
発から 50年余りの間に泉温および泉質に影響が出ていないか調べるため，温泉水デー
タ（大分県，2021）から抽出した時系列変化を由佐（1987）の理論式にあてはめ，大分
市内の温泉地の現況に関する考察を行った。 
 
2. 大分平野の温泉と水理地質モデル 
吉川・北岡（1981）によると，大分市街地域の温泉開発は 1964 年を皮切りに 1978

年頃から集中的に進み，1981年 3月時点で総孔数は37であった。現在では，300を超
える温泉井が大分県温泉情報データベース（大分県，2021）に登録されている。図1は，
大分県温泉情報データベース（大分県，2021）をもとに各源泉の位置を掘削深度ごとに
色分けして表示した分布図である。吉川・北岡（1985）は，泉温 53 ℃以上の比較的高
温な温泉は大分平野に伏在する府内断層（別府‒万年山断層帯の一部）等の断層破砕帯
沿いに集中していることを報告している。また本地域には塩分濃度の高い温泉が存在す
ることが古くから知られていたが（野田・北岡，1981），高塩分型深層熱水の大半 

 

図 1：大分市内温泉地の源泉分布図。色は掘削深度，破線は断層の推定位置を示す。 
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が火山性の二酸化炭素に由来していること（大沢，2001），さらにはそれが沈み込むス
ラブからの脱水流体である可能性（網田ほか，2005）も指摘されている。これらの研究
からも，地下深部からの高温流体が断層破砕帯を通じて地下浅部に輸送されているとす
る吉川・北岡（1985）の仮説が支持される。温泉掘削中の温度検層から得られた地温の
鉛直分布が顕著な伝導型を示すことも本地域の大きな特徴である（吉川・北岡，1985; 
図 2a の黒丸）。また大分市温泉の地質は礫岩・砂岩・泥岩・砂泥互層および凝灰岩層を
主体とする碩南層群・大分層群に代表され，空隙率の高い礫岩および砂岩層にその多く
が貯留されていることが想像される。これらの最大層厚はおよそ 200 m である（森山・
日高，1986）。以上のことから，吉川・北岡（1985）を参考に図2（b）のような1次元
水理地質モデルを考える。この水平多層モデルは，不透水層に挟まれた地層中では水の
流動は側方に規制され，断層面に沿ってのみ上昇しうることを想定している。このとき
上昇流の温度 は，流量と熱量に関する連続の式を連立させた以下の式から求められる
（吉川・北岡，1985）。 

 (1) 

 

 
図 2：（a）温泉掘削中の温度検層（吉川・北岡，1985）および掘削深度と泉温の関係（大

分県，2021）から得られた地温の鉛直分布。（b）吉川・北岡（1985）を参考に本
研究で考える 1次元水理地質モデル。 
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ここで， [m]は深さ， [m2/h]および [m/h]はそれぞれ鉛直および側方の流量， [℃]
は地温， [m]は が十分無視できる深さ（上昇流の下端深度）である。滲出に関する係
数  [h-1]はここでは帯水層内の移流方向に定義され，ダルシーの法則と比較すると
（  [m/h]は透水係数，  [m]は距離）の関係にあるはずである。つまりここでの

は断層と帯水層の透水性の比のようなものを反映しており，後述の山下（1961）とはモ
デル設定が異なることに注意が必要である。 
ここで地温 の鉛直プロファイルが図 2（a）に示すような伝導型であることを考慮す
ると，切片 と地温勾配 を用いて と書ける。また で であること，

1（つまり ）のときを考えると，式（1）は最終的に以下のよ

うに書き下すことができる。 

 (2) 

 
式（2）は，上昇流の温度と地温の差 が深さ に関わらず で表される
ことを示しており， =15 ℃， =0.06 ℃/m とすると =4×10-3 m-1が得られる。

なお温泉のだいたいの下端深度 =700 m において が成り立つ

ためには，  mである必要がある。上昇流の下端深度が断層の下端であると考
えると，千田ほか（2004）の反射法地震探査による断層イメージングの結果からもある
程度妥当であると考えられる。しかし大分県温泉情報データベース（大分県，2021）の
各源泉の深度と温度の関係をプロットすると， 700 mの深さでも開発が進んでおり，
掘削当時のデータより現在の値がやや低温側にシフトしている傾向がある（図 2b）。
今後の課題としてこれらのデータに基づいてパラメーターを再検討する必要があるが，
本研究ではまずは吉川・北岡（1985）の試算した =4×10-3m-1を使用して以降の検
討を進める。 
 
3. 水位低下に関する理論的検討 
山下（1961）は，Theis の式（Theis, 1935）に滲出項を導入することで以下のような
拡張した拡散方程式を提案した。 

 (3) 

 
ここで  [m]は，揚湯開始後の経過時間  [h]と井戸からの距離  [m]の関数である水位低
下， [h-1]は不透水層への滲出係数， [m2/h]は帯水層の透水量係数， [-]は貯留係数
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である。この問題設定は，上下を不透水層に挟まれた温度一定の帯水層から一定の体積
流量で揚湯する際の水位低下を想定している。この解析解は，初期状態では水位低下は
一様にゼロであること，孔口の太さが無限に広がる帯水層に比べて無視できるほど小さ
いことを仮定することで導出できる（Hantush and Jacob, 1955; 松本・糸井，2022）。

ここで求まる解析解は無次元化した水位変化量 であり，未知数として滲出の大き

さを表すパラメータ のみを必要とする。別府地域の例では，山下（1967）が揚湯停
止後の水位測定によって  =1.23×10-3m-2 と見積もった。本研究対象である大分市
では実測例がないが，吉川・北岡（1985）のモデルから試算された   =1.6×10-5m-1

を参考値とし，山下（1967）と同様の解析を行った。解析はプログラミング言語MATLAB
を使用し，松本・糸井（2022）を参考に解析解に含まれる変形ベッセル関数と指数積分
の演算を行った。 
図 3はその解析の結果で，別府温泉の場合（山下，1967）と大分市温泉の場合で水位
低下の影響がある距離が大きく異なることがわかる。別府温泉の場合では，現行の規制
離隔距離60 mでも影響はないが，大分平野の場合のパラメーター設定が真である場合，
本地域では 500 m ほどの離隔距離が必要となる。モデル設定やパラメーター設定等に
はさらなる検討が必要であるが，少なくとも別府温泉のデータに基づいた必要離隔距離
は大分市温泉にそのまま適用できない可能性が強く示唆された。 

 
図 3：定常状態における井戸周辺の水位の分布。黒実線は大分市温泉，グレーの実線は

別府温泉の場合のパラメーター に基づく試算。 
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4. 泉温と泉質の時間変化 
3 章の結果から現行の離隔距離では水位変化に影響が出る可能性が示唆されたが，も
しこの試算が正しければ，開発から 50年余りが経過するこの地域では既に影響が出始
めていることになる。3章のモデルは定常状態を仮定していたが，由佐（1987）は温泉
水系の lumped parameter model を考え，開発に伴う温泉水位・泉質・泉温の時間変化
を下記の式で簡略化し考察している。 

 (4) 

 (5) 

 (6) 

 
ここで , , はそれぞれ無次元化した水位，泉質，泉温の変化量で， は揚湯量と
賦存量の比， は水の流出と供給のバランス， は水位低下速度， は温泉水の平均滞留
時間 に関する関数（ =( ）， は空隙率 ，温泉水の熱容量 ，地層
の熱容量 に関する関数（ = )）である。 
図 4は， =0.5， =1， /day， =15 年， =0.3， =1 cal/cm3 ℃， =0.5 

cal/cm3 ℃としたときの式（4），（5），（6）の試算結果である。由佐（1987）が指摘し
ているとおり，温泉開発の影響は，まず水位変化として観測され，次いで泉質変化，最
後に遅れて泉温変化が現れ始めることがわかる。本研究では，このうち大分県温泉情報
データベース（大分県，2021）に収録されている塩化物イオン濃度と泉温について，同
一源泉の時間変化が抽出できた全 65地点の実データと比較する。 

 
図 4：温泉開発に伴う無次元化された水位 , 泉質 , および泉温 の時間変化。 
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図 5は，初期値で規格化した泉温（a）と塩化物イオン濃度（b）の時間変化である。
異なる色はそれぞれ異なる地点におけるデータを示している。全ての温泉データについ
てプロットしたためかなりばらつきがみられるが，いくつかのプロットは =15 年の理
論曲線（図 4）上にプロットされており，少なくとも開発から 15 年ほどで影響が出始
めている箇所がある可能性が高い。変化の傾向ごとにプロット結果を分類すると，上述
の泉温も塩化物イオン濃度も減少している地点（31%）に加え，泉温は減少しているが
塩化物イオン濃度が増加しているパターン（27%），反対に塩化物イオン濃度が減少し
泉温が増加しているパターン（19%）が確認された。塩化物イオン濃度の増減について
は，付近の温泉や地下水との混合が懸念されるが，本地域が海に近い沖積層に分布して
いることを鑑みると，海水の流入による影響の可能性も考えられる。この影響を確認す
るためにホウ素濃度との比（B/Cl 比）をプロットしてみると（図 6），塩化物イオン濃
度の増加に伴って顕著な B/Cl 比の減少が認められた。海水の B/Cl 比が深部流体より
も低いことから（野田・高橋，1993），海水の流入の可能性が強く示唆される。温泉同
士の干渉があるかについては，現時点の解析からは不明であるが，今後は開発時期ごと
の時空間変化を可視化したり，泉質ごとに分類してその変化を追跡したりするなどして，
大分市温泉の現在の状況をより詳細に明らかにする必要がある。 
 

 
 
図 5：掘削当時の初期値で規格化した泉温（a）と塩化物イオン濃度（b）の掘削開始か

らの時間変化。異なる色はそれぞれ異なる地点におけるデータ，実線は滞留時間
を 15年としたときの理論曲線（図 4）を示す。 

 
5. まとめ 
山下（1961）の理論式と吉川・北岡（1985）の大分平野モデルを複合して検討した結
果，大分平野の場合は坑井間距離として 500 m 以上が適当である可能性が示された。
一方で，離隔距離 60 m の規制に従って開発された大分市内の温泉のほとんどは上記 
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図 6：ある地点における塩化物イオン濃度，泉温，および B/Cl 比の掘削開始からの時

間変化。それぞれの値は掘削当時の初期値で規格化している。 
 
の条件を満たしていないため，温泉水データから抽出した全 65地点の泉温および塩化
物イオン濃度に既に影響が出始めていないか，これらの時系列変化に関してさらなる検
討を行いった。その結果，31% の源泉で温度と濃度の低下が確認され，これを由佐の
モデルに当てはめて考えると，大分市内の温泉は 15 年の時間スケールで滞留している
可能性が明らかとなった。さらに B/Cl 比の時間変化の解析から海水の流入の可能性も
示唆された。開発から 50年以上が経過した当地域ではその影響が徐々に表面化するこ
とが懸念されるため，今後もさらなる検討が必要である。 
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2005）。長湯温泉を含む近隣の高濃度炭酸泉の酸素・水素同位体から，山田ほか（2005）

は長湯温泉が九重火山大船山南東斜面の標高 870～1270 m 地帯を主涵養域とする地下

水由来であるとしている。 

九重火山は九州の火山フロント上，かつ別府-島原地溝帯内に位置する，東西約 13 km

南北約 10 km の範囲に分布する玄武岩質安山岩〜デイサイトの小規模成層火山，及び

溶岩ドームや溶岩流から構成される複成火山群である（例えば，川辺ほか，2015）。約

20 万年前に西部の猟師山で活動を開始し，噴火ステージは第１期（200～54 ka）から第

4 期（15～0 ka）に区分されており，おおまかに西部が古く東部が新しい山体からなる

（川辺ほか, 2015）。大船山の活動は第 4 期にあたり，地質図から長湯温泉域には大船東

溶岩・岳麗寺溶岩・板切溶岩由来の堆積物が分布する可能性が示唆される。 

 

3．試料および分析方法 

 郷の湯の温泉水は，Shiraishi et al.（2019）中の図1（C）のサイト3のやや上流で彼らが

採取し，メンブランフィルター（孔経0.2μm）でろ過した後，濃硝酸数滴を加えポリプ

ロピレン製ボトルに保存したものを用いた。保存された水試料は洗浄済みのテフロンビ

ーカーに分取し，混酸（フッ化水素酸・硝酸）数滴を加えた後にホットプレートで蒸発

乾固した。乾固後の試料を3M硝酸で溶かし，Eichrom Sr樹脂を用いたイオン交換法でオ

ープンカラムによってSrを単離した。Sr同位体比は広島大学先進理工系科学研究科に設

置された表面電離型質量分析計（ThermoFinnigan MAT262）を用いて測定した。なお，

測定中の同位体分別効果の補正係数には86Sr/88Sr = 0.1194をもちいた。米国立標準技術

研究所（National Institu-te of Standards and Technology；NIST）Sr標準物質（NIST987）

の測定結果は87Sr/86Sr ＝0.710284 ± 0.000018（2σm）であった。 
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別府温泉と瀬戸内海
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 一方、今日「瀬戸大橋」のある岡山県と対岸に位置する香川県を結ぶ航路はどうであったか。ここのルートと

いえば宇高連絡船が先ず想定されよう。宇高ルート開設までの岡山と四国を結ぶ航路は、1903(明治 36)年山陽汽

船による岡山と高松を結ぶ航路があった 11。山陽汽船は山陽鉄道によって開設された海運会社で、当時は鉄道会

社が他の事業にかかわることが禁じられておりその代替措置として設立された。しかし、岡山港といっても岡山

駅から市内京橋橋付近の船着き場までは人は人力車、荷物は荷車で向かう。そこから海岸沿いの三蟠まで小型汽

船で向かい、そこで乗り換えて高松に向けて出港しなければならなかった。その結果、岡山・宇野間の鉄道敷設

と宇野港整備が強く望まれた。そして 1910(明治 43)年これらが開通・完成したのである(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図２－１ 明治期の岡山港               図２－２岡山港から宇野港へ  

図２ 明治期当時の岡山・高松航路の変遷 

 (注)史資料をもとに筆者作成 

 

山陽汽船は山陽鉄道が馬関(下関)まで延伸する間、山陽鉄道の未完区間を補完する暫定的な役割も果たした。

1898年（明治 31年）門徳連絡船（門司-徳山間）を航路させているが、鉄道が馬関まで開通する 1901(明治 34)

年までの僅か 3年間であった。その後 1901年からは関門連絡船として就航を始めた。 

瀬戸内海の航路は山陽地方と四国の瀬戸内沿岸地域を結ぶ路線を中心に展開してきた。その背景には四国で鉄

道敷設が一向に進まなかったことにある。鉄道国有法が公布された 1906(明治 39)年時点においても四国内の鉄道

網は局地的なもので高松市と琴平間、高浜港と道後温泉と松山市周辺、徳島市から吉野川沿いに鴨嶋(現吉野川

市)のみであった 12。高松と松山が鉄道で結ばれるのは 1927(昭和 2)年のことである。以下明治期から大正期に

かけて瀬戸内海の航路開設状況を年表にまとめる(表１)。  

表１では山陽鉄道との関連といった視点から見たものである。表を見る限り本四連絡航路は山陽鉄道の西進と

の関係性が強いことが読み取れる。特に尾道-今治航路が大きな拠点となっていたようで、複数社の航路が認めら

れる。1903(明治 36)年の松山市近郊の三津浜-尾道航路は鉄道連絡路として開業され、その後 1911(明治 44)年に

は鉄道院から本四鉄道連絡路としての有効性が認可され、官鉄(後の国鉄)・石崎汽船・伊予鉄道の三社による

「三社連帯運輸」が認可されている13。また山陽鉄道が広島まで延伸された1894(明治26)年以降は広島市の宇

品がもう一つの拠点となり、松山市の外港として三津浜も四国の玄関口の機能を有している。 

以上のことからも、瀬戸内海航路は山陽鉄道(後の国鉄山陽線)とともに四国との連絡手段として機能していた

といえよう。そして 1912(明治 45)年阪神-別府間の旅客専用航路が開かれたのである。 
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岸が難しいことが判明、数キロ北に離れた高浜に新たな港湾機能を求めた。この事態は鉄道敷設にも影響を及ぼ

し、伊予鉄道の三津駅は当初の港近くから水路(運河)を隔てた当時の隣村に移ってしまったのである(三木

1995)20。 

岡山港においては、前述した通り高松に通ずる三蟠まではかなりの時間と労力を要したのである(三木1999)21。

その果ては岡山市中心部から近い従来の航路を見限り、宇野港を外港として宇野までの鉄道敷設と宇野港整備が

強く望まれる事態となったのである 22。 

香川県の多度津港は近世期には北前船の寄港地として、さらに琴平参りの玄関口として発展してきた。1889(明

治 22)年には讃岐鉄道が丸亀・多度津・琴平間を開業し琴平参拝客の足となった 23。そして大阪商船が多度津港

に乗り入れ讃岐鉄道と連結させ多いに賑わったという 24。しかし、高松港の大規模改修に時期を合わせるように

1897(明治 30)年には讃岐鉄道は高松まで延伸させた 25。1910(明治 43)年には国鉄が高松港と岡山県の宇野と鉄

道と連結させた航路を開設した。こうして接続点としての機能は高松港に移行していったのである。 

 このように船舶の大型化による新たな港湾整備は地域大きな影響をもたらしたのである。 

 

３ 山陽路に延びる鉄道 

(1)山陽鉄道の開業と西進 

 これまで、大阪商船による瀬戸内航路開設当時の瀬戸内海をめぐる海運の状況について、山陽鉄道の延伸との

関連性といった視点から検討してきた。ここではその山陽鉄道の西への延伸についてみていきたい。 

 山陽鉄道は前項表１に記したように、1888(明治 21)年 1月 16日付の官報にて鉄道敷設免許が通達された 26。

同年 4月の株主総会にて中上川彦次郎が初代社長に就任した。しかし、政府からの敷設免許獲得への道のりは険

しかった。山陽鉄道側は当初兵庫と姫路を結ぶ地方鉄道としての開業を目指したというが、この時既に官営鉄道

によって東京から大阪までの東海道線の全通を控えていた。さらに東京・馬関(下関)までの幹線鉄道化をも見据

えた場合、姫路までの敷設計画では意味を持たない。現に国からは免許認可の条件として馬関までの開業を条件

とされたという 27。認可を受けた年の11月1日には兵庫・明石間が開通、12月23日には姫路まで鉄路を延ばして

いる 28。以下、前章表２の通り 1901(明治 34)年 5月 24日には馬関(下関)まで到達した 29。 

 

 (2)航路との競合への対応 

 山陽鉄道は九州および四国西部に向かういわば瀬戸内海を横断する航路とは競合関係にあったが、四国の瀬戸

内海沿岸地域にとっては大阪そして東京に通ずる幹線鉄道として捉えられていた。その山陽鉄道は四国との連絡

をスムーズに行うため、そして四国内での集客を狙い 1904(明治 37)年には四国の讃岐鉄道を買収している。讃岐

鉄道は古くから参拝客が絶えない金比羅宮（琴平）を控える。このことから四国と本州の連絡ルートのみならず、

瀬戸内海を挟んで内陸交通に影響力強化も視野に入れたといえよう。 

 山陽鉄道は 1896(明治 29)年の株主総会にて大阪府下安治川までの延伸を決議している 30。結果的には認可さ

れなかったが、こうした山陽鉄道の動きについて西藤(2008)は「在来の瀬戸内海沿岸の在来運航業者との連携を

強めつつも、官営鉄道との競合を避け、自社路線だけで貨物の一貫輸送を狙ったものであろう」と述べている。

当時大手三大私鉄の一つと位置付けられながら、実質半官半民と称された日本鉄道との違いが読み取れよう31。 

山陽鉄道の延伸工事は他社同様国内経済状況にも翻弄されてきた。とりわけ日清戦争(1894(明治 27)年-95(明

治 27)年)時に軍を指揮する大本営が広島に移されると、日清戦争の最前線補給地として同市は軍都としての性格

を強めることになった。鉄道は軍事物資の輸送路としての重要度が増し、山陽鉄道にもその役割が強く求められ

た。結果、広島以西への延伸工事は滞り広島－徳山間 68kmの開通に 3年もの時間を要している。因みに神戸-広
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新型コロナウイルスパンデミックは温泉入浴行動を変えたのか？
～第１波から第６波までの入浴行動の分析～

別府大学　食物栄養科学部　発酵食品学科　講師　　　
加　藤　礼　識

別府大学　食物栄養科学部　発酵食品学科　研究室助手
佐　藤　　　穂・西　田　友美子

別府大学　文学部　史学・文化財学科　　　　　　　　
上　尾　光司朗

有限会社　サンエスメンテナンス　　　　　　　　　　
塩　見　泰　美

長崎大学　熱帯医学・グローバルヘルス研究科　　　　
阿　部　しず代
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大分県温泉調査研究会会則

第１条　この会則は、大分県温泉調査研究会（以下「研究会」という。）の組織及び運営に関し必要

な事項を定めるものとする。

第２条　研究会の事務局を大分県生活環境部自然保護推進室内に置く。

第３条　研究会は大分県内における温泉の科学的調査研究をして公共の福祉の増進に寄与することを

目的とする。

第４条　研究会は前条の目的を達成するために下記の事業を行う。

　⑴　温泉脈及び温泉孔の分布状況調査

　⑵　噴気に関する研究調査

　⑶　温泉に対する影響圏の調査

　⑷　化学分析による温泉調査

　⑸　療養的価値よりみたる温泉の調査

　⑹　温泉に関する図書及び機関紙の発行

　⑺　その他研究会の目的達成に必要な事業

第５条　研究会は下記の構成員をもって組織する。

　⑴　学識経験者

　⑵　県及び温泉所在地市町村の代表

　⑶　関係行政庁の吏員

　⑷　本研究会の趣旨に賛同する団体及び個人

第６条　研究会の役員は下記のとおりとし、総会によって選任する。ただし、第５条２号及び３号の

構成員が役員に就任する場合は除く。

　⑴　会　　長　　　１名

　⑵　副 会 長　　　２名

　⑶　常務理事　　　１名

　⑷　理　　事　　若干名

　⑸　監　　事　　　２名

２　役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。また、役員に欠員を生じた場合の補欠役員

の任期は前任者の残任期間とする。

第７条　会長は会務を総理し、会議の議長となる。
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２　会長に事故のあるときは副会長が、会長及び副会長に事故があるときは常務理事がその職務を代

理する。

３　副会長は会長を補佐して研究会の庶務を専決する。ただし、研究会の会計事務は常務理事が専決

するものとする。

４　理事は会務に従事する。

５　監事は会計を監査する。

第８条　研究会に顧問を置くことができる。

　⑴　顧問は役員会の承認を得て会長が委嘱する。この場合、総会に報告しなければならない。

　⑵　顧問は研究会の事業について会長の諮問に応ずるものとする。

第９条　研究会に下記の職員を置く。

　⑴　書　記　　若干名

　⑵　書記は会長が任命又は委嘱する。

　⑶　書記は上司の指示を受け庶務に従事する。

第10条　会議は総会及び役員会とする。

第11条　総会は会長が招集する。

２　総会は通常総会及び臨時総会とし、臨時総会は会長が必要と認めたとき、又は会員の５分の１の

請求があったときに招集する。

３　総会の招集は開会の５日前までに会員に届くように会議に付議する事項、日時及び場所を通知し

なければならない。

第12条　総会において下記の事項を議決する。

　⑴　会則の変更

　⑵　役員の選出（第５条２号及び３号の構成員が役員に就任する場合は除く。）

　⑶　予算及び事業計画

　⑷　解散

　⑸　その他重要事項

第13条　総会は会員の過半数が出席しなければ議事を開き議決することはできない。

２　議事は出席会員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

３　議事に関しては議事録を調整し、会長の指名した２名以上の者がこれに署名しなければならな

い。

第14条　下記の事項について会長は専決することができる。
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　⑴　第５条２号及び３号の構成員の役員就任に関する事項

　⑵　総会の議決事項であっても軽易な事項

　⑶　緊急を要する事項

　⑷　会員の入会・退会

２　下記の事項については総会に報告し、承認を得なければならない。

　⑴　前項の専決事項

　⑵　前年度の事業及び決算

第15条　役員会は会長が招集する。

２　役員会は総会に付議する事項、顧問の推薦、その他会長が必要と認める事項を審議する。

第16条　第14条第１ 項及び第２項の規定は役員会に準用する。

第17条　研究会は議事遂行上必要がある場合は、専門委員会を設けることができる。

２　前項の委員会に関する事項は総会で決定する。

第18条　研究会の経費は負担金及び補助金、委託料、寄附金等その他の収入をもってこれにあてる。

第19条　研究会の会計年度は毎年４月１日から始まり翌年３月31日に終わる。

２　年度における余剰金は翌年度に繰越すことができる。

３　会計証拠書類は５年間保存する。

　　　附　則

　前条の規定にかかわらず、昭和24年度の会計年度は７月16日から始めるものとする。

　　　附　則

　この会則の改正は、昭和46年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、昭和48年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成２年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成７年５月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成９年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成16年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成18年４月１日から適用する。

　この会則の改正は、平成21年８月３日から適用する。

　この会則の改正は、平成26年８月27日から適用する。

　この会則の改正は、平成28年８月26日から適用する。

　この会則の改正は、令和４年８月４日から適用する。

－ 83－



大分県温泉調査研究会会員名簿（順不同）

所　　属　　・　　職　　名 氏　　名 備考
京都大学　名誉教授 由 佐 悠 紀 会　　長
大分県生活環境部自然保護推進室　室長 浜 田 み ほ 副 会 長
大分県生活環境部自然保護推進室　主幹（総括） 内 藤 元 理 常務理事
秋田大学大学院理工学研究科システムデザイン工学専攻　土木環境工学コース 網 田 和 宏
大分大学教育学部　教授 大 上 和 敏 理　　事
大分大学医学部　精神神経医学　教授 寺 尾 　 岳
大分大学医学部　大分県立病院精神科 塩 月 一 平
大分大学理工学部　講師 江　藤　真由美

（元）大分大学医学部 青 野 裕 士
（元）岡山理科大学理学部基礎理学科 北 岡 豪 一
九州大学　名誉教授 牧 野 直 樹 理　　事
九州大学　名誉教授 糸 井 龍 一
九州大学大学院工学研究院地球資源システム工学部門　助教 松 本 光 央
九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門　教授 山 本 順 司
九州大学病院別府病院 山 崎 　 聡
京都大学名誉教授 竹 村 惠 二
京都大学名誉教授・阿蘇火山博物館学術顧問 鍵 山 恒 臣
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　教授 大 沢 信 二 理　　事
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　教授 楠 本 成 寿
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　助教 澤 山 和 貴
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　研究員 齋 藤 　 圭
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設　技術専門職員 三 島 壮 智
京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研究施設・火山研究センター　助教 宇津木　　　充
東海大学人文学部人文学科　学科長・教授 斉 藤 雅 樹
長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究科 阿　部　しず代
広島大学先進理工系科学研究科地球惑星システム学プログラム地球惑星化学グループ 教授 柴 田 知 之
広島大学大学院先進理工系科学研究科　地球惑星システム学プログラム　特任准教授 芳 川 雅 子
福岡大学理学部地球圏科学科　教授 柴 田 智 郎
別府大学国際経営学部国際経営学科　教授 中 山 昭 則
別府大学食物栄養科学部　発酵食品学科　講師 加 藤 礼 識
立命館アジア太平洋大学　アジア太平洋学部　准教授 マヒチ・ファエゼ
立正大学地球環境科学部　教授 河 野 　 忠
龍谷大学経済学部　准教授 山 田 　 誠

（一財）　九州環境管理協会　技術部長 川 村 秀 久
（一財）　九州環境管理協会　品質管理課長 天 日 美 薫
（一財）　九州環境管理協会　分析試験課長 右 田 義 臣
（一財）　九州環境管理協会　環境調査課長 小 野 　 孝
㈱ SARABiO温泉微生物研究所　本社　代表取締役会長 濱 田 　 茂
㈱ SARABiO温泉微生物研究所　本社　海外事業部　統括マネージャ/本社企画室　室長 浅 尾 　 歩
㈱ SARABiO温泉微生物研究所　中央研究所　副所長 野 畑 重 教
環境工研㈱　代表取締役 大 島 　 博
九電産業㈱　環境部　取締役環境部長 田 尻 　 隆
九電産業㈱　環境部　地熱グループマネージャー 渡 邊 英 樹
九電産業㈱　環境部　課長 能 登 征 美
九電産業㈱　環境部 小 野 光 一

（公社）大分県薬剤師会　会長 安 東 哲 也

（令和５年５月15日現在）
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所　　属　　・　　職　　名 氏　　名 備考
（公社）大分県薬剤師会検査センター　施設環境課　課長 甲 斐 美 穂
社会保険診療報酬支払基金大分支部 審査委員長 安 田 正 之
タナベ環境工学㈱　代表取締役 藤 澤 　 剛
タナベ環境工学㈱　環境部　部長 後 藤 弘 樹
タナベ環境工学㈱　環境調査課　課長代理 相 垣 明 子
西日本技術開発株式会社　地熱業務本部　地熱部　部長 長 野 洋 士
日鉄鉱業㈱ 酒 井 拓 哉
別府ONSEN地療法研究会（畑病院） 畑 　 洋 一
別府ONSEN地療法研究会（畑病院） 畑 　 知 二
地熱技術開発㈱探査部　専門部長 長 谷 英 彰
㈲サンエスメンテナンス　専務取締役 塩 見 泰 美
大　分　市　長 足 立 信 也 理　　事
別　府　市　長 長 野 恭 紘 理　　事
中　津　市　長 奥 塚 正 典
日　田　市　長 原 田 啓 介 理　　事
臼　杵　市　長 中 野 五 郎
竹　田　市　長 土 居 昌 弘 理　　 事
宇　佐　市　長 是 永 修 治
由　布　市　長 相 馬 尊 重 理　　事
国　東　市　長 松 井 督 治
姫　島　村　長 藤 本 昭 夫
九　重　町　長 日 野 康 志 理　　事
玖　珠　町　長 宿 利 政 和
別府市観光・産業部温泉課　課長 樋 田 英 彦 監　　事
別府市観光・産業部温泉課　参事 河 野 文 彦
大分県東部保健所　所長 内 田 勝 彦 監　　事
大分県東部保健所　次長 羽田野　康　仁
大分県衛生環境研究センター　所長 大 隈 　 滋 理　　事
大分県衛生環境研究センター微生物担当　主幹研究員（総括） 岡 崎 嘉 彦
大分県衛生環境研究センター微生物担当　主幹研究員 溝 腰 朗 人
大分県衛生環境研究センター微生物担当　主任研究員 三　宮　佳那子
大分県衛生環境研究センター微生物担当　研究員 遠 藤 智 哉
大分県衛生環境研究センター水質担当　主任研究員（総括） 松 田 貴 志
大分県衛生環境研究センター水質担当　主任研究員 山 瀬 敬 治
大分県衛生環境研究センター水質担当　主任研究員 山 村 知 紗
大分県衛生環境研究センター水質担当　研究員 佐 藤 寿 信
大分県衛生環境研究センター水質担当　研究員 阿 部 奈 望
大分県衛生環境研究センター水質担当　研究員 朝 見 将 太
大分県産業科学技術センター工業化学担当　主幹研究員 柳 　 明 洋
大分県産業科学技術センター工業化学担当　研究員 秋 吉 貴 太

（会員数　86名）

書　　　記
所　　属　　・　　職　　名 氏　　名 備考

大分県生活環境部自然保護推進室　専門員 小 田 文 教
大分県生活環境部自然保護推進室　主任 萱 島 早 織
大分県生活環境部自然保護推進室　非常勤職員 西 口 勝 次

（書記　３名）
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